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      第 117期 第４回 東京奄美会役員会議事録 

 

日  時：平成 27年９月２６日（日）１４時００分～１６時３０分 

場  所：神田神保町区民会館 ３F 和室 

議事進行：花岡幹事長 

記  録：外内(書記担当) 

 

 

□森会長あいさつ（要旨） 

新しい体制が発足し、約１年が経過しましたが、皆様のお蔭で,大過なく 

活発な会運営を行う事ができ感謝しております。本日は大運動会の事項 

につき宜しく意見交換をお願いしたいと思います。 

 

□役員の変更（花岡幹事長） 

郷友会の中で 

関東大和会 （８月２３日）新会長 里原廣光氏 新幹事長 川畑悦郎 

東京龍郷会 （９月６日） 新会長 新島栄勝氏 新幹事長 里村徳寛 

東京瀬戸内会（９月２１日）新会長 昇 三治氏  幹事長 山田浩一郎（留任） 

東京喜界会 （９月２３日）新会長 郡 弘道  新幹事長 竹 浩一 

以上の変更があった旨の報告。 

■協議事項 

１．第 117回総会・大運動会の実施要領について 

１）第 117期 会計報告及び会館基金会系報告（千葉会計長） 

  別紙の報告書に基づき、詳細につき説明があり、承認された。 

  出席者からの質問として、前年決算額に比較し、額が大幅に少ない事が 

  あったが、前年は芸能祭があり総額が膨らんだ為（8,773,000円減）との 

  説明で納得された。尚、執行部から今期は単独の事業で赤字を出さない 

方針で進めたいとの事で、協力依頼があった。 

 

 ２）会計監査報告（梅崎監査役） 

   監査結果で何ら遺漏なく、残高、証憑他適正に処理されているとの報告 

があり、加えて膨大な証憑を的確に処理されている事に会計長のご苦労が 

窺えるとし、労いのお言葉があった。 

 ３）第 118期事業計画（案）（花岡幹事長） 

   最初に原案のなかで、「島輿し～奄美の力になろう～」を“ふるさと奄美” 



                    2 

 

   に訂正があった。 

   別紙に基づき説明があり、内容的には今までの計画と大差はないが、計画 

   を明文化し、具体的活動を進めたいとのコメントがあり、承認 

   された。 

４）第 118期予算（案）（千葉会計長） 

  森会長の発案で予算案を初めて出した。会長のコメントとしては、“決算 

  と予算は対である“とし、詳細は別紙に基づき、会計長より説明があり 

  承認された。 

 ２．その他 

 １）出席者より会館開設基金の現状につき、質問があり、森会長より“現状  

   は亡くなった委員もおり、委員の補充、規約の明確化を検討中である旨、 

   説明があった。 

 ２）花岡幹事長より、女性部、青年部に出している助成金について、監査を 

   行う旨説明があった。（10月 3日までに） 

 

■報告事項  

１．プログラム広告提供の進捗状況（各郷友会） 

  9月 26日現在の進捗状況は別紙の通り。まだ依頼額に達していない郷友 

  会もあり、引き続き目標に向けて広告を集めるとしている。 

２．郷土表敬訪問に関する進捗状況（花岡幹事長） 

  別紙に基づき説明があり、下記追加説明があった。 

 参加者    32名 （確定） 

 旅行代金の件、今月末に旅行会社から請求書が送付あり 10月 16日を期

日に払い込みを行う事。 

 懇親会：大和村、宇検村は合同で行う事。 

 各市町村との事前打ち合わせ：（必要な範囲で打ち合わせを行う事の提

案、与論会は行うとの事） 

３．文化広報部活動報告（竹内文化広報部長） 

 文化広報部の規約がない状況なので、現在、案を検討中である。規約案がま

とまり次第役員会に諮り、制定したい。 

 HPに議事録の掲載、自然遺産のコーナーを設けることを検討中。 

 バナーの広告主を集めることを改めて依頼 

４．青年部より（高田青年部長、原田副部長） 

 運動会で各郷友会の各担当（弁当・プラカード等）を早めに決めて欲しい。 

 １１月に青年部の各郷友会対抗のソフトボール大会を開催するので、 

  応援を含め、参加願いたい。東十条小学校の PTAは沖州、与論の 
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  チームに参加。  

  弁当の申し込みは 10月 4日までに願いたい。 

５．女性部より（田川女性部長） 

  運動会で三村の踊りを予定している。新年賀詞交換会の準備は 11月より 

始める 

６．チャリティーゴルフの進捗状況（里山副幹事長） 

  ９月１６日のゴルフ参加者は 178名（47組）で、4名の方にお手伝い 

  戴いた。チャリティ金額は奄美奨学会に 21万円、自然遺産登録に 44,918 

  円集まり、謝意があった。 

 

７．その他 

 １）東京奄美会の回数表示について、 

  種々意見があったが、今後は下記の通り、表示する事で合意した。 

  “東京奄美会第 117期総会・大運動会”回はやめて、期とする、 

 ２）運動会の土産（花岡幹事長） 

  来賓は用意するが、奄美会顧問及び参与はなしとする。 

                                以上 

 


